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1．はじめに
本稿は，韓国社会における脱北青少年に焦点を当て，彼らが抱えている諸問題を教育的側面から考
察しようとするものである。特に，これまでは政治学や法学的な研究に限られていた「北朝鮮難民問
題」を人権的かつ教育的な面から具体的に検討することを課題として設定する。
2007年現在，韓国には一万人にも及ぶ脱北者がおり，その人数は年々増える一方である。しかし
ながら，韓国側は脱北者に対して「同じ民族」であるという理解に基づいて待遇しているため，彼ら
は韓国社会に急速な適応を迫られている。韓国入りをした脱北者には直ちに大韓民国の国籍が与えら
れ∴韓国人’としての生活を強いられているのが現状なのである。
1990年代から始まった脱北者の韓国への流出は，当初は政治的な亡命，つまり男性がほとんどで
あったが，最近では，家族ぐるみ，あるいは女性や青少年一人の脱北が目立ってきている。それに対
する韓国における支援策としては，一時定着金や3ケ月の適応教育に限られているため，脱北者に困
難をもたらし，同時に韓国社会において大きな問題を招来している。こうした脱北者の大量流出は，
周辺国家である中国，日本を初めとする世界各国の協力が必要とされる大きな問題でもあろう。
元韓国統一部の職員である蓑（瑚看官）氏（1）は，韓国社会では一万人の脱北署を収容するのに精一
杯であるとする。そして，朝鮮半島における情勢の変化に伴い大量の難民発生が予測され，その対策
が切実に必要であるとしている。
しかしながら，こうした対策は，政治や経済的な面に限られるものではない。一千人余の脱北者を
対象としてインタビューをした「NGO脱北同士会」のメンバーである趨（壬喜望）氏によると，脱北
者は韓国社会での生活において，韓国人の偏見が一番大きな壁であると証言している。社会全体の課
題として，難民問題を考える必要があるのではなかろうか。
また，従来は，難民として，一括りで捉えられる傾向があったが，女性・児童・青少年などと対象
別に考察していかなければならないと筆者は考える。例えば脱北女性金（女，35歳）の自殺事件は，
韓国社会における女性脱北者の現状が如実に表れている。2007年09月11日，4回の強制送還の末
韓国入りをした金は，在中中朝鮮族と結婚後中国に子息を残したまま韓国入りをする。来韓後，脱北
者であるため中国のビザを与えられず（大韓民国の国籍を与えられても住民登録証〈韓国民が国民で
ある証拠として所持が義務付けられているもの〉の番号を見れば脱北者であることがわかる），鬱を
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患い十階のアパートから投身自殺し，死亡した。脱北署団体は，憧れとは違う韓国社会の無関心，差
別，政策などが彼女を自殺に追い込んだと主張している（2）。また筆者の調査活動を通じて‘女性脱
北者’の問題は，難民問題において最も深刻な問題であることに気付いた。
つまり，難民問題は，人権の問題ひいては，識字問題及び女性における性差別・性的虐待などの視
点から具体的かつ現実的に問われるべきであろう。
これまでの難民問題は，その収容や認定に関する法的・政治学的な研究に限られてきたのが現状で
ある。従って，本稿においては，脱北した児童・青少年の教育問題及び女性の人権・識字問題に焦点
を当て，脱北青年の受け入れ機関における20日間の合宿を伴う参与観察に基づき論じていく。この
分野に関する先行研究は管見の限りではほとんど無く，その意味で本論文は研究上の空白を埋める意
義があると考えられる。
2．脱北青少年が抱える問題状況
2．1学習プログラム「季節学校＝瑚彗可五」の内容
季節学校とは，韓国のNGO団体「北韓人権市民連合会：葺せ里召人用事曹司（NKHR）」（3）
（Citizens’AllianceforNorthKoreanHumanRights，以下‘NKHR’とする）が主催する年2回，夏・
冬休みの間開催されるものであり，韓国入りをしたばかりの北朝鮮青少年を対象とした学力補充の学
習プログラムが実施されている。ほとんどの脱北青少年（以下生徒’とする）は∴代案学校，（4）に
通っており，学歴認定試験を準備しているために，このようなプログラムの中で主要教科である国語
や英語，数学を補い，学歴検定試験に臨むのである。また，韓国内での団体生活を経験するとともに
様々なプログラムを通じて韓国生活における適応を図るものである。このような青少年を対象とした
プログラムは，韓国内でも画期的なプログラムとして評価され，韓国行政自治部（5）及びソウル地方
弁護士会（6）からの支援で今回第11回を迎える。
プログラムの全般的な内容は［表1］の通りである。活動は20日間にわたって行われ，教科補充
のプログラム以外にもレクレーション，外出，体育などが含まれる。その具体的なプログラムの内容
は［表2］に，授業の時間割は［表3］に示した。
［表1］季節学校
期　　 間 ・7月 31日 （月）～ 8月 19日 （土）
場　　 所 ・韓 国 ソウル市江西区 キリス ト大学 内
（講義室 4ヶ所 ，パ ソコン室，学食，寮 10部屋 ，運動場）
参 加 者 ・NKHRの職員 2名，ボラ ンテ ィア 11名 （現役 国語先生 1名，ネイテ ィブ英 語先生 2名，大学生 7名 ，
大学 院生 （筆者 ）1名），
・生徒 ：18名 （男性 9名，女性 9名），生徒 の所属 ‥一般韓国小学校 の在学 生 1名，一般韓 国高校生
の在学生 2名 ，代 案学校 の在学生 15名
・韓国人 の高校生 2名
教和科 目 ・国語，英詰 数学，民主的市民教育 （自己主張 ・意見 交換 ）， クラブ活動 （音楽，美術 ，テコン ド，
ダンス），外出 な ど。
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［表2］日程表
C2ゾプ
7／31オ リエ ン 8／1英 言吾 ・ 8／2授 業 8／3授 業 8／4授 業 8／5韓 国 の 青 少 8／6韓 国 青
テ ー シ ヨン 数 学 レベ ル
テ ス ト
ク ラ ブ 活 動 ク ラブ 活動 ク ラブ 活 動 年 との 交 流
（ス ポ ー ツ）
少 年 と の体
育 大会
8／7授 業 8／8授 業 8／9授 業 8／10授 業 8／11授 業 8／12外 出 8／13体 育会
ク ラ ブ活 動 ク ラ ブ活 動 OB との交 流 ク ラブ 活 動 中 間 評価
ク ラ ブ活 動
（ミ ュ ー ジ カ ル
観 賞 ）
8／14授 業 8／15授 業 8／16授 業 8／17授 業 8／18授 業 ， コ　 ン 8／19修 了 式
ク ラ ブ活 動 学 芸 会 発 表
準 備
ク ラブ 活 動 期 末 試験
ク ラ ブ活 動
ピ ュー ター ， 学 芸 発
表 ， 試 験 ， 謝 恩 会
授業は主要科目である国語・英語・数学を中心として行う。ただし，韓国人の同年代とのふれあ
い及び外出などを伴い自然に韓国社会に適応させることを目的としたプログラムが今回は目立ってい
る。特に今回の生徒の中には，来韓して1ケ月しか経たない生徒もいることから，教科以外の適応の
ための多様なプログラムを増やしたことが特徴である。担当者の李によると前回までは，正規学校と
同じく国語・英語・数学以外にも科学・社会・歴史なども取り入れていたが，短時間の中で効率性を
高めるために主要科目だけに絞り集中的に学習ができるよう改善をしたという。
筆者は今回，英語文法，自習学習及び生活指導を担当しており女性生徒二人と一緒に宿泊していた。
英語はアルファベットから教えなければいけなかった。皆が在北中に英語を教わったことがなかった
ため彼らにとって英語は一番の難関である。しかし自習時間まで必死に覚えようとする姿勢は脱帽で
ある。日課は午後4時に終わるが，その後はクラブ活動，運動，自習学習などと夜9時まで行われる。
その後は掃除，就寝の準備があり夜の11時に就寝に入る。そして毎朝の6時に起床，体操タイムを
もうけた。ハードなスケジュールの中で体調不良を訴える生徒が多かったが，その中にはまだ精神的
な不安を持っている生徒もおり毎日何かの薬を飲まないと落ち着かない人も何人かいる。その場合仕
方なく栄養剤を与える方法をとっていた。
2．2　参与観察の分析
筆者は，授業中以外にも自習時間の相談及びルームメイトとの会話など貴重な時間を持つことがで
きた。その内容をアンケート調査に基づき以下のようにまとめたい。
まず，筆者は，18人の脱北青少年と20日間の合宿をともなう参与観察の活動の中で，彼らが抱え
る問題及び悩みを再確認することができた。
脱北児童・生徒は‘ハナ院（斗ヰ量）（7）’における3ケ月間の教育を終え，一般学校に配属されるが，
適応に失敗しほとんどは‘代案学校（瑚せ早道，オルターナティブ・スクール）’に所属し，韓国社会
と隔離された生活をしている。筆者の調査活動で感じた彼らの不安や悩みは短期間で癒えるものでは
ない。経済的な不安や進学への悩み，そして精神的なストレスを抱えたまま韓国社会に放置されてい
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［表3］授業時限表
1
08：50－09：35
ボラ ンテ ィア対
象 のオ リエ ン
アーン′ヨン
レベルテス ト
ア ンケー ト調査
民主 的市民教育
発表 発表 発表
外出
2
09：45－10：30
数学 数学 数学
3
10：40－11：25
4
11：35－12：20
英語 （文法） 英語 （会話 ） 英語 （文法）
5
13：00－13：45
6
13：55－14：40 国語
（論述）
国語
（論述）＿
国語
（論述）＿　 7
14：50－15：35
1
08：50－09：35 発表 発表 発表 発 表 発表
外 出
2
09：45－10：30
英語 （会話） 英語 （文法） 数学 国語 （話 し方） 国語 （話 し方）
3
10：40－11：25
4
11：35－12：20
国語 （論述） 国語 （論述 ） 国語 （話 し方） 数学 数学
5
13：00－13：45
6
13：55－14：40
数学 国語 （話 し方） 英語 （文法） 民 主市民教 育 英語 （会話）
7
14：50－15：35
1
08：50－09：35 発表 発表
英語 （文法）
発表 発表
民主的市民教育
2
09：45－10：30 数学 コンピューター コンピューター
3
10：40－11：25 コンピューター
自習
国語 （話 し方 ） 数学 コンピューター
4 英 語 （会話） 国語 国語 コンピューター
11：35－12：20 （論述） （論述 ） 試験
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る脱北青少年の境遇は彼ら自身だけの問題ではなく，韓国社会における大きな難題を提示していると
考える。ここではアンケート調査の結果を中心に諸問題を考察することとする。
アンケート調査は，夜間の自習時間に2回行っており18人（8）全員を対象としている。18人とい
う限定されたデータではあるが，脱北青少年の動向を一定程度うかがうことができる。まず，彼らは，
13歳から20歳でありながら，学歴は総教育期間において平均4年～5年に過ぎないことがわかった。
つまりほとんどの生徒が小学校課程を終えていないのである。そのため一般学校に配属されても韓国
人の生徒との年齢の差が大きく，教科内容も多く違うため成績もほとんどが最下位であるという。そ
こで生徒らは焦りを感じ学校を辞めることが多いのではなかろうか。今回参加したほとんどの生徒は
‘代案学校’に所属しているが，多くは一般学校に通う経験を持っており，年齢が高いほど一般学校
をやめるケースが多いことがわかった。彼らによると，学力よりは韓国社会において必要な学歴’
を得ることが何より必要であるという。そこで大学への進学，就職ができ自分の年齢にふさわしい立
場におかれたいという気持ちが伝わってきた。一一しかし，‘代案学校’という－のは脱北青少年だけが集
まっており，そこでは韓国人と接する機会をもてない。さらに，特定の大学院の寮を借りて生活をし
ており外へ出る機会が少ないため，学歴だけを得て直ちに一般大学への進学及び就職をすることは，
彼らにとって苦難を伴うものであろう。
‘韓国入りまでどれくらいの時間が経ちましたか？’という問いに，過半数以上が，6ケ月から1年
以内に韓国入りをしているが，長くは8年も第三国に滞在した人もいた。特に5年から8年と答えた
人はすべてが男性であり，ここからは女性より男性の韓国入りがより難しいことが分かる。その理由
は様々であろうが，まず，第三国において女性の場合，脱北者であることを疑われる可能性が低いこ
とが挙げられる。また，滞在国での結婚により国籍を得られるほか，女性の場合様々な理由により脱
北資金を集めるのが男性より容易であることが挙げられるという。男子青年丁（14歳）’は，ベトナ
ムで5年間滞在していた。彼は，肥満体型で怠け者であり勉強には関心がなく，口だけが達者でボラ
ンティア達が一番手を焼いた一人である。Jは，先生や友達の名前を覚えようとしない，その理由と
して，‘どうせこれが終わると別れるでしょう？’とか，‘信じられる人なんていない‥40歳まで楽
しんで死ねばいい’と何気なく発言していた。このような言葉からは，第三匡＝こおける避難生活は，
彼らの価値観に多く影響を及ぼすことを証明している。彼は，人格形成が成り立たないまま，一人で
逃亡生活をしたのである。その中で負った傷は彼を大きく変えてしまったのではなかろうか。
また，今の一番の悩みとしてはほとんどが‘進学’を挙げており，適応のために必要とされるもの
に関して多くの生徒が‘経済的な支援’より‘定期的なプログラム’としていることに注目したい。
「季節学校」とは年2回20日間に限っており，その他の学習プログラムは皆無と言って過言ではな
い。韓国における支援策としては，一般学校か代案学校に配属させることに限っており，その後の学
習・適応の面ではその状況すら把振できていないことが現状である。プログラムの中で筆者のルーム
メイトである0（15歳）は，一般小学校に所属していたが教科にほとんどついていけなかったとい
う。結局学校をやめ代案学校に通い，今回の学歴検定試験で小学校課程を修了したという。そしてな
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るべく早く中学・高校課程を修了し，大学に進学したいという。また，彼女は，担任先生だけに自分
が脱北者であることを明かしたという。自分はよい先生に恵まれ比較的苦労のない学校生活をしてき
たが，場合によっては必要以上に特別扱いをするか無視をする教師が稀ではなく，教師や韓国人生徒
との関わりが大事であることを証言する。ここからは，脱北青少年における適応とともに，受け入れ
る側である学校を初め韓国社会の姿勢も大切であると言える。脱北者の人数は年々急増する一方であ
るにもかかわらず，筆者の周りを見ても，脱北者に接したことのない人がほとんどである。その現実
すらもわからない，わかろうとしないのが今の韓国社会なのである。全国に‘代案学校’は増えるな
ど進学に関する支援は徐々に広がっているが，代案学校内だけでは韓国社会への適応を試みるのは限
界であろう。家族からも離れ，寮や教室だけでの生活は，現実との隔たりが大きすぎる。学歴検定試
験を修了することだけではなく，韓国社会に自然に交じり学び合い，分かり合うことが必要であろう。
彼らの存在が学歴社会である韓国教育体制の矛盾を気づかせてくれる大切な存在として捉えるべきで
あろう。そのためには入試制度及び教育カリキュラムから始めて，＿改善していくべき課題が多く残さ
れる。代案学校から離れ，一般学校においても自分の潜在力を発揮し堂々と学び生活できるような韓
国社会にならなければならない。彼らにおける一番大きな壁である年齢及び学力の問題を解決するよ
うな入試制度や特別選考の導入が必要であり，入学後にもサポートできるような支援策及び環境作り
が必要であろう。
今一番頼りにしているのは‘家族’であり，これから暮らしたい国としては，韓国に限らなかった。
特に韓国で長く在住している人ほど，他国への憧れが強かった。彼らが口をそろえて言うのが‘目立
ちたくない’である。彼らにとってアイデンティティへの混乱は韓国籍を得てからも消えることはな
い。自分達を二等国民’という人まで多くおり，‘韓国人でない’ことは，韓国社会において差別
の対象であり，平等に生活できる環境ではないことを実感したことであろう。8年間中国に滞在して
いた男性Kは，中国にいるときは，不安はあったが自分が目立たないなど，差別を感じなかったの
で中国の方がよかったと語る。そして，韓国社会における‘自由’というものが，自分においては戸
惑いを感じるという。
‘先生，自由ってなんですか？どうすればいいんですか？お金さえ稼げばいいんですか？’と涙
を浮かべながら問いかける彼の顔が今でも脳裏に焼きついている。
彼らにとって，層国人’になることが，‘待遇’ではなく，もうひとつの荷物であると感じられる。
来韓し直ちに韓国籍を与えるより，難民として認定した上彼らの意見を尊重し希望する国に難民認定
を要請するなど専門的かつ人権的な待遇及び法的対策が必要であると考える。
その他に韓国の青少年との交流の時間では，一般学校に通う3人の生徒と代案学校に通う生徒との
違いが一目瞭然にわかった。一般学校に通う生徒は韓国人に接した経験が豊富であるため話し合いが
スムーズにできるほか，外出にもリーダーシップを発揮し皆をうまく引率するなど，韓国社会への適
応の成果が見られた。しかし代案学校内で仲間だけと接する生徒らは，会話も少なくプログラムが終
わると，‘っまらない’∴韓国入学生はいや，変’などと発言し，二度とこのようなプログラムに
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は参加したくない’とまで言っていた。特に，異性間には比較的にうまくいくが同性間（当時，参加
した韓国人の生徒は全て男性であった）ではトラブルが多く発生した。男性K（20歳）は，‘韓国人
は私たちを見物しにきただけだ，何も役に立たない’という意見を述べている。脱北者は韓国人に必
要以上に劣等感を感じていることが多い。女性生徒J（17歳）はいつもタクシーを利用しているとい
う。その理由はバスに乗ると貧しい脱北者であることがばれるという。これは生徒らが接する韓国人
がボランティア，大学生，先生，研究者などに限られている証拠であろう。同年代及び一般市民との
関わりの中で韓国人が彼らを差別しているという考えをなくすこともが必要であろう。
彼らの存在は，韓国社会の矛盾をも提起している。活動に参加した女性の中には整形をした生徒が
おり，また男性の場合，身長が低いことに劣等感を感じている生徒もいた。個性より外見を大事にす
る韓国社会に影響受けるケースは多くあるという。韓国人の中でも成長ホルモン注射を受ける人は稀
ではない。そして，詰め込み式の入試を中心とした学歴社会はいうまでもない。その他にも貧富格差
や拝金主義等，殺伐とした韓国社会において彼らが抱える疎外感や混乱は，彼自身でないとわからな
いであろう。
個性を大事にし，潜在力を認め合うような社会こそが‘多文化共生社会’の第一歩であると筆者は
考える。
3．女性脱北者が抱える問題状況
冒頭にも述べたように，2007年現在韓国における北朝鮮難民数は，約一万人と推定されている。
1990年代後半から始まった韓国への脱北ラッシュは，当初は男性がほとんどであったが2000年に
入ってからは家族同伴が増えることにより女性の脱北者が増えた。また，最近は女性一人での脱北
が急増していると言う。そして現在中国に在住している脱北者の性別は，女性が75．5％，男性が
24．5％（10）である。つまりこの先，女性脱北者の韓国入りはなおさら急増するという予測ができる。
こういった女性難民の問題についてはその状況が具体的に把握されておらず，それに対する対策も不
十分であることはここ数年指摘されつつある。
白（嘩呑望，2004）の「国際法上難民の法的地位及び保護に関する研究」によると，世界的に見て
も難民人口の半分を示す女性難民の境遇は，
「大規模の難民危機という状況の中で，女性は性暴力やその他の暴力から衰弱しており，場合によっ
ては男性の代わりに家族を扶養する立場にいるなどといった状況で，売春や強制婚姻などを余儀なく
されるケースが数多くある」と言い，女性難民の特別な保護の必要性の強調している。
民主平和統一諮問会議の李（申月昔）（11）は，北朝鮮人の女性難民の問題を，①難民経験，②定着
時の就職における差別，（事入国時精神的外傷のケアなどと具体的に分けてその問題点を指摘してい
る。
また，趨（玉音瑠）氏は，韓国入りをした青少年を含めた北朝鮮女性難民の7－8割が上述したよ
うな経験をしており，精神的なケアの必要性を強調している。
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筆者のアンケート調査によると，プログラムに参加した18人中の8割以上が母親のみと韓国入り
をしている。脱北の過程で父親を亡くしているか，家族の一部はまだ北朝鮮に在住している人が多
いことがわかった。なぜ男性より女性の場合が韓国入りしやすのか，その答えは彼らとの会話の中で
徐々にわかることができた。その理由としては，第三国に滞在中，女性の場合，金銭を稼ぐ方法が男
性より容易であることが挙げられる。例えば，筆者とのインタビューの中で一部の女性脱北者は，組
織的に人身売買・強制婚姻などを強いられ，何回にも及ぶ売春行為を強要されるほか，避難する過程
において，中国人男性やその他の男性により偶発的に性暴力を受けるなどといった危険にさらされて
いるという。
また，彼らの親を含め，成人脱北者に対する教育のチャンスは皆無に等しいといえる。在北中にも
ほとんど教育に恵まれていない人々は，そのまま就職戦線に立たされるのである。韓国統一部が支援
している雇用センターが斡旋するのはほとんどが男性を中心とした仕事であり，女性には美容や料理
関連の仕事しか与えられていないという。
女性脱北者への支援策としては，‘ハナ院’での料理，縫製，性教育に限られている。性別を考慮
しない限り，男女差別が構造化されている韓国社会での早期の定着は，大きな壁を持つことになるだ
ろう。
また，女性であるがために脱北時に負う痛神的な外傷は，来韓しても終わることがないという。男
女との上下関係がはっきりしている北朝鮮人社会において性暴力や人身売買とは恋愛の一部であり，
女性は家族のための道具である。それは閉鎖的な脱北者社会では頻繁に行われるものであり，自分か
らカミングアウトする状況ではないと言う。
‘民主平和統一諮問会議’の李（0同音）氏によると，女性脱北者における難民過程で経験した性暴
力の被害は，来韓後にも日常化されており，そのまま放置されているという。そこから多くの脱北女
性は早急な結婚を選択するが，そのために早期定着に支障が生まれるという。つまり結婚生活におい
ても暴力の連続などといった不幸が多々あるほか，実例としては二人の女性と一人の男性が一緒に生
活をしているケースも挙げられている。
青少年とは違って韓国人との交流の機会がほとんどない成人の脱北女性は，脱北時のトラウマが癒
えないまま，仕事や教育の場から疎外されているのが現状である。
調査活動を通じて接した青少年は，学習適齢期であるがために国及び民間団体からの支援によって
教育を受けるチャンスが与えられる（12）0しかし，青少年の現状よりも最も深刻である女性脱北者の
問題は，その現状が具体的に把撞されておらず，韓国内の支援策は皆無である。女性脱北者における
支援において，ハナ院での適応教育よりまず必要なものは，精神的外傷を専門的に治療する環境であ
り，ジェンダーに関する教育を受けさせることが急務であろう。
まず，北朝鮮女性難民の現実を見据えた上で，性別を考慮しながら制度及び精神的な画から支援す
る必要があると考える。
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4．おわりに
以上から，韓国社会における一万人の脱北署の境遇を参与観察に基づいた青少年教育問題及び女性
脱北者の問題を考察した結果，韓国社会が抱える課題は法的・政治的な問題に限らず，脱北者個々の
生活に密着した教育やジェンダーの問題に及び，具体的かつ現実的に解決していくべき問題であるこ
とがわかった。
また，青少年だけでなく，学校を始めとした居場所に恵まれない成人脱北者，つまり無縁故の青少
年，女性　高齢者等といった幅の広い対象別に彼らの現状を把握することは，これからの大きな課題
として残されている。
日本における難民問題は，インドシナ難民受け入れの経験から研究が始まり，さらに中国残留帰国
者の問題を含めて，昨今において多く研究が蓄積されているといえる。その結果，日本においては，
多くの課題を抱えつつ‘多文化共生社会’へと歩みだしたと考えられる。
一方，韓国の場合，閉鎖的な難民制度及び専門性に欠けた受け入れ体制のため，大量の脱北者の流
入に伴い混乱の最中にある。先進国の‘難民受け入れ政策’及び身近な日本の‘多文化共生社会’へ
の歩みを手本として，韓国社会における難民政策を進め多文化共生社会へ向けて前進していくことが
必要とされる。
今でも，国の有様に翻弄され，家族のために，生き延びるために苦しい思いをする脱北者が中国及
び東南アジア等に数多くいる。その人数は中国滞在者だけで約三十万人　または百万人ともいわれて
いる。北朝鮮難民問題は，韓国社会だけでなく世界各国が当面している大きな問題となっている。
彼らが自分の潜在能力を発揮できるような社会になることを願ってやまない。
そのためには，まず韓国側の難民政策及び脱北署向けの支援策が大幅に見直されなければならな
い。また，韓国社会の全体が，彼らに対する偏見や差別をなくすことが急務である。さらに韓国だけ
でなく，中国側の在中北朝鮮難民への人権的な待遇の改善が不可欠となる。そして近隣国家である日
本側が北朝鮮難民へ関心を寄せることによって世界各国が脱北者を難民として認定する，といった協
力が切実に必要とされるのではないかと考える。
注（1）韓国統一部の職員として‘ハナ院’の青少年教育担当，現在筑波大学客員研究員。
（2）（h均）／／news．media．daum．net　2007／09／13）。
（3）「北韓人権市民連合会（NKHR）＝Citizens’AllianceforNorthKoreanHumanRightsJ1996年5月，人権運
動家・知識人・脱北者が中心となって発足した市民団体である。ヒューマニズムの精神に基づき，北朝鮮の
劣悪な人権状況を改善し，北朝鮮難民を助けるための活動を主に行っている。特に世界各国の市民団体や
人権運動家らが一緒になり活発な国際キャンペーンなどを実施している。また，韓国入りをした北朝鮮遺
脱住民の定着を支援する多様なプログラムを若者中心に推進している代表的なNGOとして北朝鮮救世団体
（h仕p：／／Ⅵ間nkhumanrights．or．kr）がある。
（4）代案学校（瑚せ卑五：alternativeschool）
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元々韓国の小・中・高の生徒を対象としているプログラムであり，日本のフリースクールに匹敵しているも
のとして，公教育の問題点を補い，学習者個々人に合う特別プログラムで運営される特別学校。韓国政府は
2003年不登校などと正規学校に適応できない生徒への対策として各地代案学校に学歴認定を拡大することを
発表（京郷新聞参考）。
（5）（h仕p：／／wwwmogaha．go．kr）
（6）（http：／／wwwseoulbar．or．kr）
（7）ハナ院（斗ヰ包）
‘ハナ’とは，韓国語で」つ’の意味で，ハナ院は1997年7月14日‘北朝鮮遺脱住民の保護及び定着支援
に関する法律’の施行に基づき‘京畿道’に北朝鮮遺脱住民定着支援事務所として1988年開園された施設で
ある。
（8）－脱北署金氏の証言によると，現在韓国内の脱北青少年の人数は，一千人から二千人程度と推定されている。
（9）韓国統一部（h仕p：／／unikorea．go．kr）
（1（0　よき仲間達（薯阜虻千号）の「人権報告書」による。
仙　李（01邦吉）「北朝鮮遺脱女性の韓国社会における早期定着方案（号せ。1曹司増判　官車斗司　ql人国　王
714号甘せ）」可千尋司∴吾望スト昔司，2003（http：／／wwwacdpu．go．kr）。
仕勿　実際，季節学校の担当者の李（01くヨ彗）は，児童・青少年は比較的に適応が早く，支援する側からもやり
がいを感じる対象だと言う。
